
西
高
校
生
レ
ポ
ー
ト

西
高
校
生
レ
ポ
ー
ト

西
高
農
場
は
、
先
端
技
術
の
研
究
・
研

修
、
憩
い
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
と
し

て
開
放
し
て
い
ま
す
。

湛
水
直
播
栽
培

　

西
高
校
で
は
昨
年
か
ら
、『
鉄
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
種
子
』
に
よ
る
湛
水
直
播
栽

培
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
種
子
を

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
処
理
す
る
こ
と
で
、

表
面
播
種
で
も
種
子
を
浮
き
に
く
く
、

鳥
害
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
播
種
量
の
調
整
や
、
適
正
な
水

管
理
と
除
草
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
十

分
な
苗
立
ち
が
確
保
で
き
る
た
め
、
昨

年
は
10
ａ
当
た
り
9.2
俵
の
収
量
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
生
物
資
源
系
列
の
生
徒
た
ち

が
、
担
当
者
か
ら
や
り
方
を
教
わ
り
な

が
ら
直
播
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

今
後
、
乾
田
直
播
や
慣
行
栽
培
の
圃
場

と
の
比
較
検
討
も
行
い
ま
す
。

７
月
早
取
り
ね
ぎ
の
定
植

　

生
徒
た
ち
が
新
作
型
『
７
月
早
取
り

ね
ぎ
』
の
定
植
を
、
能
代
市
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
協
力
の
も
と
、
同
校
圃
場
で

行
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
機
械
の
使
い
方

を
学
び
な
が
ら
、
畝
立
て
や
肥
料
の
施

用
を
行
い
、
30
ａ
の
圃
場
で
自
身
が
担

当
す
る
畝
ご
と
に
植
え
て
い
き
ま
し

た
。
昨
年
10
月
に
播
種
を
行
い
、
育
苗

管
理
を
経
て
定
植
し
た
ね
ぎ
は
、
来
月

上
旬
に
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

37
株
の
疎
植
栽
培

　

当
地
域
に
お
け
る
、
あ
き
た
こ
ま
ち

の
疎
植
栽
培
の
適
応
性
を
調
べ
る
た

め
、
生
徒
た
ち
が
『
37
株
の
疎
植
』
を

行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
ヰ
セ
キ
東
北

能
代
営
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
栽
培
方

法
や
機
械
作
業
等
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
さ
っ
そ
く
作
業
を
開
始
。
生
徒
た

ち
は
疎
植
田
植
と

慣
行
田
植
と
の
違

い
を
確
認
し
な
が

ら
、
疑
問
点
な
ど

を
互
い
に
話
し
合

い
、
疎
植
栽
培
に

つ
い
て
理
解
を
深

め
合
い
ま
し
た
。

▲確実に表面播種された、
　直播圃場の様子。 ▲スタッフの指導のもと、生徒みずから直播を行う。

▲機械でしっかり
　畝立てを行い…。

▲ひっぱり君で、
　きちんと定植。

▼丈夫に育つために
　肥料を施用し…。

▲まっすぐ植えられるように、慎重に運転を行う。

▶
株
間
30
㎝
で
植
え
ら
れ
た
。

13
2013.6月号

乙女座（8・23〜 9・22）　知的好奇心が旺盛になる月。カルチャーセンターの体験講座を受けたり、講演を聞いたりして。うれしい発見あり

次
回
は
、
畑
の
高
畝
栽
培
・
有
機
肥
料
の
作
成
を
掲
載
し
ま
す
。


